
び
わ
こ
そ
す
い

琵
琶
湖
疏
水

27
知
る

■
疏
水
計
画
前
史

「
疏
水
」
と
い
う
言
葉
は
、
水
路
を
開
い
て
水
を
通
す
こ
と
を
意
味

そ

す

い

し
ま
す
が
、
京
都
で
は
疏
水
と
い
え
ば
琵
琶
湖
疏
水
を
指
し
ま
す
。

京
都
は
内
陸
部
に
位
置
す
る
た
め
、
せ
っ
か
く
琵
琶
湖
を
利
用
し
て

北
陸
地
方
か
ら
運
ん
で
き
た
物
資
を
、
大
津
で
牛
車
に
積
み
か
え
て
い

ま
し
た
。
水
運
に
よ
る
大
量
輸
送
に
比
べ
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
、
琵

琶
湖
と
京
都
を
結
ぶ
水
路
建
設
は
長
年
の
懸
案
で
し
た
。

疏
水
計
画
は
江
戸
時
代
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
古
く
は
寛
政
末
（
一
八

〇
〇

年
頃
の
疏
水
計
画
図
が
残
っ
て
い
ま
す

つ
い
で
天
保
十
二

一

）

。

（

八
四
一
）
年
壬
生
村
の
農
民
が
京
都
町
奉
行
所
に
請
願
し
た
計
画
、
文

久
二
（
一
八
六
二
）
年
豊
後
国
（
大
分
県
）
岡
藩
主
中
川
久
昭
が
朝
廷

に
申
請
し
た
計
画
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
下
京
の
住
人
が
京
都
府

庁
へ
請
願
し
た
計
画
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
に
滋
賀
県
が
立
案
し

た
外
国
資
本
を
導
入
す
る
計
画
等
が
あ
り
ま
す
。

■
琵
琶
湖
疏
水
と
は
？

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
、
東
京
遷
都
に
直
面
し
て
、
京
都
の
地
位

低
下
を
怖
れ
た
京
都
の
人
々
は
、
水
路
開
発
に
よ
る
都
市
機
能
の
再
生

を
願
っ
て
、
疏
水
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
当
時
の
京
都
府
知
事
は

槙
村
正
直
で
し
た
が
、
後
任
の
北
垣
国
道
（
一
八
三
五
～
一
九
一
六
）

ま
き
む
ら
ま
さ
な
お

き
た
が
き
く
に
み
ち

の
主
導
で
事
業
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
計
画
は
、
通
船
だ
け
で
は
な
く
、
多
目
的
な
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
第
一
は
運
輸
の
た
め
、
第
二
は
灌
漑
の
た
め
、
第
三
は
動
力
源
確

保
の
た
め
、
第
四
は
飲
料
水
確
保
の
た
め
で
し
た
。

明
治
十
四

一
八
八
一

年
か
ら
予
備
調
査
を
始
め

明
治
十
八

一

（

）

、

（

八
八
五
）
年
六
月
に
起
工
。
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
四
月
、
第

一
疏
水
第
一
期
工
事
（
夷

川
の
鴨
川
合
流
点
ま
で
）
が
完
成
し
ま
し

え
び
す
が
わ

た
。
一
方
、
鴨
川
合
流
点
か
ら
伏
見
墨
染
の
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
ま
で
は
、

、

。

明
治
二
十
五
年
十
一
月
に
起
工

二
十
七
年
九
月
に
完
成
し
て
い
ま
す

第
一
疏
水
は
滋
賀
県
大
津
市
三
保
ヶ
崎
で
琵
琶
湖
よ
り
取
水
し
、
三

み

ほ

が

さ

き

井
寺
の
山
下
を
貫
き
、
山
科
盆
地
北
部
山
麓
を
通
り
、
蹴
上
に
出
て
西

け

あ

げ

に
向
か
い
、
鴨
川
東
岸
を
南
に
下
っ
て
伏
見
に
至
り
宇
治
川
に
合
流
し

ま
す
。
全
長
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

分
線
は
第
一
疏
水
と
同
時
期
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
主
に
灌
漑
の
た

め
で
、
蹴
上
か
ら
分
岐
し
て
北
白
川
、
下
鴨
を
経
て
堀
川
に
至
り
、
全

長
約
八
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

起
工
当
初
は
通
船
が
第
一
目
的
で
し
た
が
、
工
事
な
か
ば
で
水
力
発

電
に
着
目
し
、
日
本
最
初
の
水
力
発
電
所
を
設
け
、
市
内
電
車
の
動
力

や
工
業
用
の
電
力
を
供
給
す
る
な
ど
の
計
画
変
更
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
、
府
庁
内
に
疏
水
事
務
所
を
設
け
工
事

を
進
め
ま
し
た
が
、
事
業
主
体
は
上
・
下
京
区
に
あ
り
ま
し
た
。
明
治

二
十
二
年
の
市
制
施
行
後
は
、
京
都
市
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
総
工

費
は
百
二
十
五
万
円
で
、
当
時
の
内
務
省
年
間
予
算
額
が
百
万
円
前
後
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で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
巨
額
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

財
源
は
、
上
下
京
区
有
の
産
業
基
立
金
（
明
治
天
皇
が
東
京
遷
都
の

際
に
京
都
に
下
賜
し
た
も
の

、
府
や
国
庫
か
ら
の
下
渡
金
、
市
債
、

）

寄
附
金
に
よ
り
ま
し
た
。
不
足
分
を
補
う
た
め
に
地
価
割
・
戸
数
割
・

営
業
割
の
三
種
類
の
税
が
市
民
に
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

疏
水
工
事
は
空
前
の
大
事
業
で
あ
っ
た
た
め
、
中
央
政
府
の
中
で
も

賛
否
が
分
か
れ
ま
し
た
。
滋
賀
県
や
大
阪
府
で
も
上
下
流
の
利
害
が
か

ら
む
反
対
運
動
が
あ
り
、
両
府
県
に
対
し
予
防
工
事
費
が
支
出
さ
れ
ま

し
た
。
同
じ
理
由
で
京
都
府
内
各
地
で
も
災
害
対
策
を
め
ぐ
る
建
議
や

陳
情
が
相
つ
ぎ
ま
し
た
。

■
工
事
の
特
徴
は
？

、

（

）

工
事
は
北
垣
知
事
の
下

工
部
大
学
校

東
京
大
学
工
学
部
の
前
身

を
出
た
ば
か
り
の
田
辺
朔
郎
（
一
八
六
一
～
一
九
四
四
）
を
設
計
・
指

た

な

べ
さ
く
ろ
う

導
者
と
し
て
抜
擢
し
、
日
本
人
の
力
だ
け
で
施
工
さ
れ
ま
し
た
。
重
要

な
工
事
は
外
国
人
技
師
に
ゆ
だ
ね
て
い
た
時
代
に
あ
っ
て
画
期
的
な
こ

と
で
し
た
。

延
長
二
千
四
百
三
十
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
滋
賀
県
側
の
長
等
山
疏
水

な

が

ら

や

ま

ト
ン
ネ
ル
は
、
当
時
と
し
て
は
日
本
で
最
長
の
も
の
で
し
た
。
山
の
両

側
か
ら
掘
る
ほ
か
に
、
山
の
上
か
ら
垂
直
に
穴
を
掘
り
工
事
を
進
め
る

竪
坑
方
式
を
採
用
し
て
、
工
事
の
促
進
を
は
か
り
ま
し
た
。

■
疏
水
の
影
響

明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
に
疏
水
を
利
用
す
る
蹴
上
発
電
所
が

設
け
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
工
場
動
力
の
電
化
が
は
か
ら
れ
、
明
治
二
十

八
（
一
八
九
五
）
年
に
は
、
市
街
電
車
を
全
国
に
さ
き
が
け
て
走
ら
せ

ま
し
た
。

疏
水
完
成
に
よ
り
高
瀬
川
曳
船
人
足
の
失
業
問
題
、
南
禅
寺
附
近
掘

た

か

せ

が

わ
ひ
き
ぶ
ね

鑿
工
事
に
お
け
る
井
水
枯
渇
問
題
、
用
地
買
収
を
め
ぐ
る
裁
判
な
ど
派

生
的
な
社
会
問
題
も
生
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
水
力
発
電
の
増
強
と
水
道
用
水
確
保
の
た
め
、
明
治
四
十

一
（
一
九
〇
八
）
年
、
第
二
疏
水
の
工
事
に
着
手
、
同
四
十
五
年
に
完

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
第
一
疏
水
の
北
に
並
行
し
て
建
設
さ
れ
、
蹴

上
で
第
一
疏
水
と
合
流
。
全
長
七
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
水
道
源
と
し

て
汚
染
を
防
ぐ
た
め
、
全
線
ト
ン
ネ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
現
在
の
疏
水

疏
水
は
現
在
も
京
都
の
上
水
道
源
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
ま

す
。
夷
川
管
理
棟
で
は
、
昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
以
降
、
疏
水

遠
隔
監
視
制
御
設
備
を
整
備
し
て
、
集
中
的
に
流
量
管
理
を
し
て
い
ま

す
。
昭
和
初
年
ま
で
続
い
た
舟
運
は
廃
止
さ
れ
、
水
路
閣
や
イ
ン
ク
ラ

イ
ン
は
、
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
く
／
見
る

■
琵
琶
湖
疏
水
記
念
館

左
京
区
南
禅
寺
草
川
町

京
都
市
立
。
琵
琶
湖
疏
水
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
開
館
し
ま
し
た
。
疏
水
計
画
や
難
事
業
の

様
子
、
水
力
発
電
や
電
車
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
や
水
道
等
の
展
示
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
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■
南
禅
寺
境
内
水
路
閣

左
京
区
南
禅
寺
福
地
町

す

い

ろ

か

く

京
都
市
有
の
水
路
橋
で
琵
琶
湖
第
一
疏
水
分
線
の
一
部
。
京
都
市
指

定
史
跡
。
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
完
成
。

田
辺
朔
郎
の
設
計
。
半
円
ア
ー
チ
式
煉

瓦
造
。
全
長
九
十
三
・
一
メ
ー
ト
ル
、
幅

四
・
〇
六
メ
ー
ト
ル
、
水
路
直
径
二
・
四

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
十
三
メ
ー
ト
ル
。

二
基
の
橋
台
、
十
三
基
の
橋
脚
が
大
小

の
連
続
ア
ー
チ
を
形
成
し
て
、
そ
の
上
の

水
路
を
毎
秒
二
ト
ン
の
水
が
流
れ
て
い
ま

す
。
疏
水
沿
線
に
は
社
寺
が
多
く
景
観
に

配
慮
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

■
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
（
傾
斜
鉄
道
）

左
京
区
南
禅
寺

蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
（i

n
c
l
i
n
e

＝
傾
斜
の
意
味
）
は
、
疏
水
の
水

発
電
さ
れ
る
電
気
を
動
力
源
と
し
た
一
種
の
鉄
道
で
す
。
京
都
市
指

で定
史
跡
。

蹴
上
船
溜
り
と
南
禅
寺
船
溜
り
間
の
、

ふ
な
だ
ま

三
十
六
メ
ー
ト
ル
の
高
低
差
が
あ
る
急
斜

面
を
船
が
安
全
に
通
過
で
き
る
よ
う
に
二

本
の
レ
ー
ル
を
敷
き
、
船
は
車
輪
の
つ
い

た
運
送
車
に
乗
っ
て
上
下
し
ま
し
た
。

（

）

、

明
治
二
十

一
八
八
七

年
五
月
着
工

明
治
二
十
三
年
四
月
完
成
。
営
業
運
転
開

始
は
、
蹴
上
発
電
所
完
成
後
の
明
治
二
十

四
年
十
二
月
で
す
。

昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
十
一
月
休
止
と
な
り
、
昭
和
四
十
八

（
一
九
七
三
）
年
に
は
レ
ー
ル
も
取
り
外
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
市

民
の
要
望
で
、
昭
和
五
十
二
年
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
南
禅
寺
か
ら
蹴

上
ま
で
の
坂
道
に
二
車
線
の
レ
ー
ル
を
敷
設
し
、
台
車
に
三
十
石
船
を

乗
せ
て
往
時
の
姿
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

■
疏
水
隧
道
洞
門
の
書

疏
水
の
隧
道
（
ト
ン
ネ
ル
）
は
、
歴
史
的
環
境
に
配
慮
し
た
煉
瓦
造

ず
い
ど
う

り
で
、
そ
の
隧
道
の
洞
門
に
は
、
工
事
が
国
家
レ
ベ
ル
の
大
事
業
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
よ
う
に
、
著
名
人
が
筆
を
ふ
る
っ
た
書
が
彫
刻
さ
れ

ま
し
た
。

第
一
隧
道
東
口

伊
藤
博
文
「
気
象
万
千
」

第
一
隧
道
西
口

山
県
有
朋
「
廓
其
有
容
」

第
一
隧
道
内
壁

北
垣
国
道
「
宝
祚
無
窮
」

第
二
隧
道
西
口

西
郷
従
道
「
随
山
到
水
源
」

第
二
隧
道
東
口

井
上

馨
「
仁
以
山
悦
智
為
水
歓
」

第
三
隧
道
入
口

松
方
正
義
「
過
雨
看
松
色
」

第
三
隧
道
西
口

三
条
実
美
「
美
哉
山
河
」

蹴
上
合
流
隧
道
北
口

田
辺
朔
郎
「
藉
水
利
資
人
工
」

第
二
疏
水
取
入
口

久
邇
宮
邦
彦
親
王
「
万
物
資
始
」

第
二
期
蹴
上
発
電
所
入
口

久
邇
宮
邦
彦
親
王
「
亮
天
功
」

■
蹴
上
発
電
所

東
山
区
三
条
通
粟
田
口
鳥
居
町

け

あ

げ

赤
煉
瓦
造
り
の
発
電
所
が
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
前
に
残
っ
て

い
ま
す
。
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
に
造
ら
れ
た
日
本
最
初
の
水
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力
発
電
所
で
す
。
当
初
は
八
十
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
エ
ジ
ソ
ン
式
直
流
発

電
機
二
台
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
関
西
電
力
蹴
上
発
電
所
と

し
て
発
電
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

創
業
時
の
建
物
は
、
そ
の
後
の

改
修
で
面
影
を
留
め
て
い
ま
せ
ん

が
、
第
二
期
発
電
所
の
建
物
は
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
蹴
上
浄
水
場

山
科
区
厨
子
奥
花
鳥
町

蹴
上
発
電
所
の
南
、
華
頂
山
麓
に
あ
り
ま
す
。
第
二
疏
水
工
事
の
一

環
と
し
て
、
明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
に
完
成
し
た
急
速
濾
過
式

の
浄
水
場
で
、
疏
水
の
水
を
上
水
に
清
浄
し
、
一
般
家
庭
や
工
場
に
配

水
す
る
京
都
市
営
五
浄
水
場
の
一
つ
で
す
。

華
頂
山
を
背
景
と
し
た
場
内
は
、
ツ
ツ
ジ
や
サ
ツ
キ
の
植
込
み
も
美

か
ち
よ
う
さ
ん

し
く
、
花
の
季
節
に
は
市
民
に
場
内
が
開
放
さ
れ
ま
す
。
場
内
台
地
上

に
与
謝
野
晶
子
の
歌
碑
「
御
目
ざ
め
の
鐘
は
知
恩
院
聖
護
院
い
で
て
見

よ

さ

の

あ

き

こ

た
ま
へ
紫
の
水
」
が
あ
り
ま
す
。

■
蹴
上
ダ
ム
（
船
溜
り

・
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
広
場

左
京
区

）

ふ
な
だ
ま

蹴
上
浄
水
場
の
東
、
日
向
大
神
宮
参
道
に
面
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

第
一
と
第
二
疏
水
の
水
が
合
流
し
、
水
は
浄
水
用
と
発
電
用
に
分
け
ら

れ
、
一
部
は
閘
門
に
よ
っ
て
分
線
に
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
疏
水

こ
う
も
ん

運
河
を
上
下
す
る
船
を
留
め
、
水
運
調
整
を
計
っ
た
所
で
し
た
。
京
都

市
に
よ
っ
て
復
元
整
備
さ
れ
、
一
帯
は
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。

明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
、
工
事
犠
牲
者
慰
霊
の
た
め
、
田
辺

朔
郎
が
こ
の
地
に
自
費
で
弔
魂
碑
を
建
立
し
ま
し
た

「
一

身

殉

事

。
い
つ
し
ん
こ
と
に
じ
ゆ
ん
じ

萬

戸

霑

恩
」
の
銘
と
、
裏
面
に
犠
牲
者
十
七
名
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て

ば
ん
こ
お
ん
に
う
る
お
う

い
ま
す
。

（

）

こ
の
地
に
は
田
辺
朔
郎
の
還
暦
記
念
と
し
て
大
正
十
二

一
九
二
三

年
に
建
て
ら
れ
た
顕
彰
碑
が
あ
り
ま
す
。
も
と
は
賀
茂
川
と
高
野
川
の

合
流
点
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
戦
時
中
の
河
川
改
修
工
事
に
と
も
な

い
現
在
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

顕
彰
碑
の
横
に
、
昭
和
五

十
七
（
一
九
八
二
）
年
、
篤

志
家
に
よ
り
田
辺
の
銅
像
も

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
疏
水
工

事
当
時
の
写
真
を
も
と
に
、

右
手
に
設
計
図
を
持
っ
た
青

年
像
で
す
。

■
哲
学
の
道

左
京
区
鹿
ヶ
谷
若
王
子
町
ほ
か

第
一
疏
水
の
分
線
ぞ
い
に
は
、
桜
・
松
・
柳
・
梅
・
楓
・
山
茶
花
な

さ

ざ

ん

か

ど
十
数
種
に
も
及
ぶ
樹
木
十
五
万
本
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

東
山
西
麓
若
王
子
神
社
か
ら
銀
閣
寺
に
至
る
疏
水
端
の
道
は
、
哲
学

に
や
く
お
う
じ

の
道
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
哲
学
者
西
田
幾
多
郎
や
文
化
人
が
愛
し
、

瞑
想
に
ふ
け
っ
た
所
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

田辺朔郎銅像(左)と顕彰碑
(右)


